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中
世
に
お
け
る
禅
宗
と
儒
学

の
関
係
は
、
「外
侮
を
禦
ぐ
」
あ
る
い
は

「
興
禅

の
方
便
」
と
、
や
や
も
す
る
と
否
定
的
な
形
容
か
ら
は

じ
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
実
態
と
し
て
は
中
世
禅
林
に
お
け
る
儒
学
研
究
は
大
き
く
発
展
し
、
「儒
僧
」
と
よ
ば
れ

る
僧
を
多
数
輩
出
す

(
1

)

る
な
ど
、
禅
宗
と
儒
学
は
密
接
な
関
係
を
も

っ
て
い
た
。

日
本
中
世
の
禅
林
に
お
け
る
儒
学
は
、
四
六
騨
催
文
を
作
成
す
る
た
め
の
実
用
に
迫
ら
れ
た
状
況
で
は
じ
ま

っ
た
と
玉
村
竹
二
氏
は
指

摘

し
て
い
る
。
四
六
文
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
禅
林
内
の
文
書
、
と
く
に
入
寺
疏
作
成
な
ど
の
際
に

「機
縁
の
語
」
を
内
外

の
古
典
か
ら

見

つ
け
出
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
儒
典
の
知
識
を
獲
得
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
禅
僧
の
古
典
攻
究
が
は
じ
ま

っ
た
と
す
る
の
で

臥
罷
。
こ
う
し
た
四
六
文
の
作
成
能
力
、
あ
る
い
は
儒
学
知
識
を
も

っ
だ
禅
僧
は
、
中
国
の
官
僚
た
る
士
大
夫

に
擬
す
る
こ
と
の
で
き
る

も

の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
能
力
が
外
交
文
書
の
作
成
な
ど
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ(混
。

つ
ま
り
儒
学
学
習
が
、
室
町
幕
府

の
外
交
実

務

を
禅
僧
が
担
う
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
こ
う
し
た
儒
典
知
識
獲
得
は
、
従
来
か
ら
の

「儒
学
」
の
知
識
の
継
承
者
で
あ

っ
た
博
士
家
と
禅
僧
と
の
交
流
を
生
み
出
し
て
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い
る
。
例
え
ば
清
原
業
忠

の
周
囲
に
は
万
里
小
路
時
房
、
中
原
康
富
と
い
っ
た
朝
廷
の
儒
者
の
み
な
ら
ず
、
瑞
渓
周
鳳
、
雲
章

一
慶
、
太

(
4
)

極
と

い
っ
た
禅
僧
と
の
交
流
が
あ
り
、
た
が
い
に
儒
学
知
識
を
交
換
す
る
人
的
関
係
が
生
ま
れ
て
い
た
。
朝
廷
に
お
け
る
儒
者
は

一
方
で

は
朝
廷
に
お
け
る
実
務
官
僚
と
い
う
側
面
も
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
朝
廷

の
儒
者
と
禅
僧
と
の
人
脈
を
介
し
て
、
儒
学
知
識
の
み
な
ら

(
5
)

ず
荘
園
経
営
な
ど
の
実
務
的
な
知
識
を
も
交
換
す
る
と

い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
禅
宗
と
儒
学

の
関
係
は
主
と
し
て
京
都
を
中
心
と
し
て
見
た
と
き
に
明
ら
か
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
京
都

以
外

の
地
で
は
禅
宗
と
儒
学
と
の
関
係
は
生
ま
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

関
東
に
お
い
て
は
足
利
学
校
が
存
在
し
、
禅
宗
と
密
接
な
関
係
を
も

っ
て
儒
学
学
習
が
行
わ
れ
て
い
た
。
足
利
学
校
の
開
創
に
つ
い
て

は
国
学
遺
制
説
、
小
野
篁
創
建
説
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
実
質
的
な
創
建
は
永
享
年
間

(
一
四
二
九
～
四
一
)
に
上
杉
憲
実
に
よ
り
足
利
学
校

が

「再
興
」
さ
れ
て
か
ら
と
搬

・
そ
れ
以
前
の
足
利
学
校

の
実
態
は
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
・
む
し
ろ
、
憲
実

の

「轟

ハ」
で
突
如
と

し

て
関
東
に
儒
学

の
拠
点
が
現
れ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。

上
杉
憲
実
が
足
利
学
校
に
大
量
の
書
籍
を
寄
進
し
、
学
校
の
興
隆

の
基
礎
を

つ
く

っ
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
興
隆
の
理
由

を
ひ
と
り
上
杉
憲
実
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
的
な
面
で
も
物
的
な
面
で
も
、
そ
れ
ま
で
の
儒
学
の
蓄
積
が
な
け
れ
ば
、
足
利
学

校

の

「再
興
」
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
以
前
に
関
東

の
地
に
お
い
て
儒
学
は
ま

っ
た
く
行
わ
れ
て
い

な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
足
利
学
校
以
前
の
関
東
に
お
け
る
儒
学
学
習
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
の
か
、
足

利
学
校
と
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
考
察
し
、
京
都
以
外
の
地
に
お
け
る
禅
宗
と
儒
学
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

[

資
中
の
儒
学
講
義
と
建
長
寺
宝
珠
庵

南
北
朝
期

の
東
国
に
お
け
る
儒
学
学
習
を
示
す
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。



[史
料

二

梵
簿

・
中
乾
、
今
在
二常
州
資
中
処
ハ
学
二儒
書
の
余
告
二諸
子
一日
、
資
中
蓋
謂
下
附
二仏
法
一外
道
上
也
。
凡
入
二
彼
門
一者
、
皆
起
二
邪

見
ハ
以
斥

レ仏
者
、
酒
々
皆
是
。
近
者
或
人
染
着
深
者
、
余
崔
而
帰
レ正
。
汝
等
外
学
傍
兼
可
也
4
勿
二
以
為
フ宗
。

々
者
当
部
所
二尊
尚

(
7
)

也
。
吾
釈
氏
当
部
乃
仏
也
云
々
。
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義
堂
周
信
の
日
記

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』

の
応
安
六
年

(
一
三
七
三
)
の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
梵
簿

.
中
乾
と
い
う
二
人
の

僧

が
常
陸

の
資
中
と

い
う
僧

の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
儒
書
を
学
ん
で
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
義
堂
は
、
資
中
は

「仏
法
に
附
く
外
道
」
で
あ
り
、
資
中
の
門
を
叩
く
者
は
邪
見
を
起
こ
し
仏
を
斥
け
る
と
非
難
し
て
い
る
。
そ
し
て
僧
侶
が
宗
と
し
尊
ぶ

べ
き
も
の
は
あ
く
ま
で
仏
で
あ
り
、
儒
学
を
は
じ
め
と
す
る
外
学
は
兼
学
す
る
の
は
よ
い
が
中
心
と
し
て
学
ぶ
べ
き

で
は
な
い
と
主
張
し

て

い
る
。

さ
ら
に
義
堂
は
永
和
元
年

(
一
三
七
五
)
に
な
る
と
、
資
中
の
儒
学
講
義
に
対
し
次
の
よ
う
な
行
動
に
出
て
い
る
。

[史

料

二
]

修

レ書

寄

二
常

州

月

山

枢

書

記

の

蓋

是

、

資

中

身

為

二
沙

門

一
ロ
コ
読

儒

典

ハ

教

レ壊

二
諸

仏

子

之

徒

一令

レ起

二
邪

見

の

難

レ
不

レ足

レ論

、
而

末

(
8
)

世
附
二仏
法
一之
魔
也
。
仏
法
衰
微
之
漸
、
可
レ不
レ戒
乎
。
請
白
二太
守
一禁
ヨ
止
禅
徒
学
二於
資
中
門
刃
則
仏
種
不
レ断
之
助
、
其

一
也
。

義
堂
は
常
陸

の
月
山
周
枢
に
書
を
出
し
、
禅
僧
が
資
中
の
儒
学
講
義
で
学
ぶ
の
を
禁
止
す
る
こ
と
を
常
陸
守
護
佐
竹
義
宣
に
要
請
す
る

(
9
)

よ
う
に
求
め
て
い
る
。
月
山
周
枢
は
夢
窓
疎
石
の
法
嗣
で
、
義
堂
周
信
は
月
山
の
法
兄
に
あ
た
り
、
交
友
も
深

い
。

そ
の

一
方
で
月
山
は

(
10

)

佐
竹
氏
の
出
身
で
、
佐
竹
義
宣
は
月
山
の
甥
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
縁
で
義
堂
は
儒
学
学
習
の
禁
止
を
月
山
に
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
こ
の
よ
う
に
義
堂
周
信
は
禁
止
を
求
め
て
い
る
が
、
南
北
朝
期

の
常
陸
の
地
で
儒
学
学
習
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
し
か
も
そ
れ
は
局
所
的
な
さ
さ
や
か
な
講
義
で
は
な
く
、
守
護
に
禁
圧
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
世
東
国
の
地
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
儒
学
学
習
が
な
ぜ
行
わ
れ
た
の
か
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
本
稿

の
テ
ー
マ
と
な
る
。

(
11
)

こ
こ
で
、
諸
研
究
に
導
か
れ
て
南
北
朝
期
の
常
陸
に
お
け
る
禅
宗

の
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
南
北
朝
期
の
常
陸
に
お
い
て
は
月

山
周
枢
、
復
庵
宗
己
と

い
う
二
人
の
僧
を
軸
と
し
て
臨
済
禅
が
展
開
し
て
き
た
。

月
山
周
枢
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
佐
竹
貞
義
の
子
で
、
夢
窓
疎
石
の
法
嗣
で
あ
る
。
佐
竹
氏
は
月
山
の
た
め
に
常
州
太
田
の
勝
楽
寺
正

法

院
を
禅
寺

に
改
め
、
ま
た
院
内
に
正
宗
庵

(
の
ち
に
正
宗
寺
に
改
め
る
)
を
創
り
、
夢
窓
疎
石
を
勧
請
開
山
、
月
山
周
枢
を
第
二
世
と
し

た
。
勝
楽
寺
お
よ
び
正
宗
寺
は
佐
竹
氏
の
禅
宗
受
容
の
中
心
と
な
り
・

一
時
期
は
義
堂
周
信
ら
鎌
倉
五
山
僧
も
滞
在

し
て
味
麗
。
月
山
は

こ

の
後
佐
竹
氏

の
外
護
の
も
と
に
常
陸
に
い
く

つ
か
の
寺
を
開
創
し
、
応
永
六
年

(
一
三
九
九
)
に
示
寂
し
て
い
る
。

一
方
、
復
庵
宗
己
は
小
田
氏
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
出
身
と
さ
れ
、
延
慶
三
年

(
;

二

〇
)
に
入
元
、
中
峰
明
本
の
法
を
嗣
ぎ
嘉
暦

元
年

(
一
三
二
六
)
に
帰
国
し
て
い
る
。
帰
国
後
は
小
田
氏
の
外
護
の
も
と
常
陸
法
雲
寺
の
開
山
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、
佐
竹
氏

・

結
城
氏
を
は
じ
め
と
す
る
常
陸

・
下
総
お
よ
び
会
津
地
方
の
有
力
外
護
者
に
招
か
れ
各
地

の
禅
院

の
開
山
と
な
り
、
延
文
三
年

(
一
三
五

八
)
に
示
寂
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
南
北
朝
期
の
常
陸
に
お
け
る
禅
宗
は
、
夢
窓
派
お
よ
び
幻
住
派
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な

か
で
資
中
の
儒
学
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
常
陸
で
儒
学
学
習
を
行

っ
て
い
た

「資
中
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物

な

の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
儒
学
史
の
研
究
に
お
い
て
も
資
中
は
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
資
中
は
月
山
周
枢
の
門
下
も
し
く
は

(
13

)

配
下
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
史
料

一
・
史
料
二
で
は
資
中
が
常
陸
の
ど
こ
で
儒
学
講
義
を
行

っ
て
い
た
か
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
月

山
と
の
関
係
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
月
山
の
門
下
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
守
護
の
禁
圧
を
求
め
ず
と
も
、
月
山
自
ら
が
講
義
を
禁



止
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
史
料

一

こ
こ
で
次

の
史
料
を
見
て
み
た
い
。

・
史
料
二
か
ら
単
純
に
資
中
が
月
山
の
門
下
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。

[史
料
三
]

寄
資
中
蔵
主

不
レ問
二幽
居
〔歳
又
終
、

陽
和
若

レ得
レ消
二
氷
雪
ハ

且
将

二
懐

抱

「託

二
飛

鴻

ハ

(
14
)

願

見

二
環

枝

一
一
撃

蒙

、

東
帰
全
少
平
生
旧
、
南
轡
独
聞
高
古
風
、
野
色
開
レ辺
山
路
尽

、
河
流
合
処
海
門
洪
、
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空
谷
明
応

の

『常
光
国
師
語
録
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
「資
中
蔵
主
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「蔵
主
」
に
つ
け
て
呼
称

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「資
中
」
は
道
号
で
は
な
く
法
諜
で
あ
り
、
系
字
は

「資
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「資
」

の
系
字
を
も
つ
の
は
、

宝
珠
庵
関
係
法
系
図∴

講誰卍
繕
階
蕪

密
室
守
厳

南
浜
口
周

器
庵
口
漣

玉
隠
英
瑛
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管
見
の
限
り
で
は
、
別
掲
の
法
系
図
に
あ
る
大
素
素

一
の
門
下
の
み
で
あ
る
。

(
15

)

(
16
)

大
素
素

一
は
大
覚
派
、
了
堂
素
安

の
法
嗣
で
、
建
長
寺
で
首
座
を

つ
と
め
、
相
模
万
寿
寺
に
住
山
し
て
い
る
。
鎌
倉
浄
泉
寺

の
中
興
開

(
17
)

山
と
な
り
、
応
安
元
年

(
一
三
六
八
)
十
二
月
に
鎌
倉
法
泉
寺
で
示
寂
し
て
い
る
。
石
室
善
玖
や
義
堂
周
信
と
交
友
す
る
な
ど
、
基
本
的

(
18

)

に
関
東
に
お

い
て
活
躍
し
た
禅
僧
で
あ

っ
た
。
資
中
の
常
陸
に
お
け
る
儒
学
講
義
は
応
安
六
年

(
一
三
七
三
)
か
ら
永
和
元
年

(
一
三
七

五
)
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
大
素
の

一
世
な
い
し
二
世
の
法
孫
と
考
え
れ
ば
、
時
間
と
空
間
は

一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
同
じ
系
字

「資
」
を
も

つ
大
素

の
法
嗣
の
な
か
に
慶
堂
資
善
が
い
る
。
慶
堂
は
永
享
四
年

(
一
四
一幽二
)
正
月
廿
五
日
の
示
寂

(
19

)

と
さ
れ
て
お
り
、
資
中
と
同
時
期
あ
る
い
は

一
世
代
後
の
僧
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
慶
堂
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

[史
料
四
]

水
石
佳
処
軸
序

歳
次
執
徐
。
月
当
孟
阪
。
糞
萸
開
二六
葉
一之
展
。
巨
嬌
典
墳
秋
江
上
人
謁
二余
乎
東
麓
之
陰
絢
掴
レ衣
賓

レ鑓
、
粛
如
告
日
、
観
光
上
国
、

才
途
数
月
。
東
帰
之
念
、
勃
然
不
レ已
。
春
風

一
錫
、
来
旦
将
レ辞
。
相
城
有
二資
龍
其
諦
雲
漢
其
字
者
↓
我
姪
也
。
小
少
入
二宝
珠
慶
翁

之
室
刃
未
二営
三

日
去
フ巾
コ
匝
傍
の
天
稟
簡
靖
、
有
二
可
レ教
之
質
一也
。
平
生
取
二水
石
佳
処
四
字
ハ
扁
一手

游
息

之
軒
適
其
所
趣
尚
似

レ有
二意
致
↓
以

レ故
僕
命
画
二於
都
下
之
精
工
ハ
募
二
詩
於
宗
刹
之
名
品
↓
写
而
軸
レ焉
。
願
得
二翁
之
片
辞
《
辮
二
之
其
端
↓
不
三
翅
龍
姪

(
20

)

沽
二終
身
之
賜
ハ
僕
亦
以
為
二
東
帰
之
栄
一　
。
(後
略
)

仲
方
円
伊

の
文
集

『獺
室
漫
稿
』
の
記
事
で
あ
る
が
、
応
永
十
九
年

(
一
四

一
二
)
正
月
六
日
に
建
長
寺

の
秋
江
が
建
仁
寺
の
仲
方
を

訪
れ
て
お
り
、
雲
渓
資
龍
と
い
う
僧
が

「宝
珠
慶
翁
」
の
室
に
入

っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「宝
珠
」
と
は
建
長
寺
宝
珠
庵
、
「慶

翁
」
は
慶
堂
資
善
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
慶
堂
は
建
長
寺
宝
珠
庵
に
掛
錫
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
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(
21
)

建
長
寺
宝
珠
庵
は
了
堂
素
安

の
塔
所
で
、
宝
珠
院
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
関
係
史
料
は

『相
州
文
書
』
所
収

の
も
の
の
ほ
か
、
宝
珠

庵
旧
蔵
と
思
わ
れ
る
文
書
が

『神
田
孝
平
氏
旧
蔵
文
書
』
(鎌
倉
市
立
図
書
館
所
蔵
)
お
よ
び

『相
模
文
書
』
(東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
)
に
収

(
22
)

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
所
領
と
し
て
は
下
総
国
臼
井
庄
星
名
郷
内
神
村
半
分

・
下
野
国
足

利
庄
内
県
郷

・
相
模
国
柳
田
郷
新
日
吉
敷
地

・
武
蔵
国
広
木
郷
秋
山
村

・
上
野
国
奈
久
留
見
村
瀧
安
名
が
あ
り
、
末
寺
に
甲
斐
東
光
寺

.

伊
豆
吉
祥
寺

・
鎌
倉
法
泉
寺

・
伊
豆
修
禅
寺

・
鎌
倉
保
寧
寺
が
あ
る
。
そ
の
他
陸
奥
東
昌
寺
や
長
谷
観
音
堂
と
も
関
係
が
あ

っ
た
。
ま
た
、

(
23
)

歴
代
住
持
に
つ
い
て
は
近
代
の
史
料
で
あ
る
が

『建
長
寺
山
内
塔
頭
世
代
』
が
あ
る
。

さ
て
上
述
の
よ
う
に
慶
堂
資
善
が
宝
珠
庵
に
掛
錫
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
了
堂
素
安
以
降
、
大
素
素

一
の
門
下
は
建
長
寺
宝
珠
庵

に
拠

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
大
素
を
は
じ
め
と
す
る
、
大
覚
派
了
堂
下
の
宝
珠
庵
に
拠

っ
て
い
た
法
系

(以
下
、
便
宜
的
に

「宝
珠
庵
派
」
と
表
記
す
る
)
に
は
ど

の
よ
う
な
人
物
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
伯
英
徳
僑
と
大
年
祥
登
と
い
う
二
人
の
入
元
僧
で
あ
る
。

(
24
)

(
25
)

伯
英
徳
偶
は
了
堂

の
法
嗣
で
、
了
堂
示
寂
後

の
貞
治
年
間
に
入
元
、
永
和
二
年

(
一
三
六
七
)
以
前
に
帰
国
し
て

い
る
。
帰
国
当
初
は

建
長
寺
で
首
座
を
つ
と
め
、
円
覚
寺

・
建
長
寺
に
住
し
、
京
都
に
遷
り
天
龍
寺

・
南
禅
寺

に
住
し
て
い
る
。

ま
た
伯
英
と
同
時
に
入
元

・
帰
国
し
た
大
年
祥
登
も
了
堂

の
法
嗣
で
、
相
模
大
慶
寺
を
経
て
建
仁
寺

・
南
禅
寺

に
住
し
て
い
る
。
在

(
26
)

(
27
)

元

・
在
明
中
に
了
堂
惟

一
、
恕
中
無
儘
ら
に
参
じ
、
帰
国
後
は
絶
海
中
津
や
空
谷
明
応
ら
と
交
友
が
あ

っ
た
。
詩
文

に
長
じ
、
と
く
に
杜

(
28
)

甫
詩
に
詳
し
か

っ
た
こ
と
が
後
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
了
堂
下
に
は
入
元
僧
を
多
数
輩
出
し
、
禅

の
み
な
ら
ず
外
学
を
修

め

る
気
風
が
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
資
中
の
儒
学
講
義
を
生
み
出
す
土
壌
は
十
分
に
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
の
宝
珠
庵
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
土
壌
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
『玉
隠
和
尚
語
録
』
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

145

[史
料
五
]
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善
英
之
号

慶

.福
山
第
二
位
祖
慶
首
座
、
宝
珠
本
覚
祖
師
之
末
葉
也
。
就
二
干
老
柄
一索
二別
号
の
以
二善
英
一命

レ之
。
孜
々
学
者
与

レ時
殊
度
、
越
二千
人

(
29
)

徳
ハ
不
レ孤
二圧
倒
ハ
洛
陽
誉
社
人
芝
蘭
室
舜
之
徒
。

「宝
珠
本
覚
祖
師
」
と
は
了
堂
素
安
を
指
し
、
そ
の
末
葉
た
る
建
長
寺

の
善
英
祖
慶
首
座
に
与
え
た
道
号
疏
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
学
問

へ
の
傾
倒
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

(
30
)

一
方
、
宝
珠
庵
の
歴
代
に
は
、
画
僧
と
し
て
有
名
な
祥
啓
が
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
祥
啓
は
道
号
は
元
英
、
別
号
は
賢
江
で
、

(
31

)

法
系
は
不
明
で
あ
る
が
、
宝
珠
庵
の
歴
代
に
大
年
祥
登
や
祥
州
な
ど
の

「祥
」
の
系
字
を
も

つ
僧
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
宝
珠
庵
派

の
一

(
32

)

員

で
あ

る
と

考

え

ら

れ

る

。

(
33

)

祥
啓
の
画
業
の
師
と
さ
れ
る
画
人
に
仲
安
真
康
が
あ
る
。
仲
安
の
詳
細
に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
禅
僧
で
あ
る
の
か
も
は

っ
き
り
し
な

(
34
)

い
が
、
『古
画
備
考
』
で
は
、
絵
画
作
品
に
見
え
る

「仲
安
真
康
」
と
、
『続
本
朝
画
史
』
等
に
見
え
る

「康
西
堂
」
と
が
同

一
人
物
で
あ

(
35
)

る
と

し

て

い
る

。

こ

の
両
者

を

つ
な
ぐ

史

料

と

さ
れ

る
も

の
が

次

の
史
料

で

あ

る

。

[史

料

六
]

[賀
]

[事
]

伊
豆
国
那
口
郷
三
島
宮
之
口
社
大
禰
宜
職
口

〈任
先
証
之
旨
/
口
口
之
事
〉

合
田

[

目

屋
敷
壱
所
者

[義
]
[也
]

[礼
]

[被
]
[為
]

右

、

任

二
先

例

ハ

所

レ宛

訓
行

金

指

左

衛

門

四

郎

遠

ロ

一□

、

於

二
御

祈

疇

以

下
祭

□

等

一者

、
守

二
旧

規
ハ

無

二
解

怠

一可

レ
ロ

レロ

ニ
勤

仕

一也

、

[其
]

[也
]

但

乍

レ居

レ職

、

怠

口
事

者

、

堅

可

レ
有

二
其

誠

一
者

□

、
傍

補

任

状

如

レ
此

、

(
36
)

宝
徳
四
年

〈壬
申
〉
口
口
十
九
日

東
光
真
康

(花
押
)



こ
こ
に
見
え
る

「東
光
真
康

(花
押
)」
が
仲
安
真
康
と
比
定
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
文
書
は
伊
豆

国
那
賀
郷
の
三
島
宮
の
大
禰
宜
職
に
金
指
遠
義
を
補
任
す
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
こ
の
史
料
の
み
で

「東
光
真
康
」
を
禅
僧
と
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た

「東
光
」
を
寺
名
と
考
え
る
な
ら
ば
、
相
模
東
光
寺
は
十
刹
寺
院
で
あ
り
、
十
刹
住
持
経
験
者
は
法
読
で
は

(
37

)

(
38
)

な
く
道
号
に

「
西
堂
」
を

つ
け
て
呼
称
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
「康
西
堂
」
と
い
う
呼
称
と
矛
盾
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

(
39

)

し
か
し

「東
光
」
の
寺
号
を
も

つ
寺
院
は
、
相
模
の
ほ
か
に
甲
斐
に
存
在
し
て
い
る
。
甲
斐
東
光
寺
は
諸
山
で
あ
り
、
諸
山
住
持
経
験

者
は
法
諦
に

「
西
堂
」
を

つ
け
て
呼
称
す
る
の
で

「康
西
堂
」
と
の
矛
盾
は
生
じ
な

い
。
甲
斐
東
光
寺
は
建
長
寺
宝
珠
庵
の
末
寺
で
あ
る

(
40
)

が
、
同
じ
く
宝
珠
庵
の
末
寺
に
伊
豆
吉
祥
寺
が
あ
る
。
こ
の
吉
祥
寺
に
つ
い
て
前
述

の
宝
珠
庵
関
係
史
料
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
も
の
が

み
え
る
。
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[史
料
七
]

伊
豆
国
三
島
宮
塔
婆
井
三
昧
堂
造
営
事
、
任
二御
教
書
之
旨
ハ

八
月
十
三
日

阿
波
守
国
清

(花
押
)

(
41
)

進
上

吉
祥
寺
侍
者
御
中

可

レ有

二
御

興

行

一候

、
恐

憧

謹

言

、

(
42

)

畠
山
国
清
は
観
応
三
年

(
一
三
五
二
)
か
ら
康
安
元
年

(
一
三
六

一
)
年
ま
で
伊
豆
守
護

で
あ
り
、
『静
岡
県
史
』

は
こ
の
文
書
を
延
文

元
年

(
一
三
五
六
)
の
も

の
と
推
定
し
て
い
る
。
南
北
朝
期
に
伊
豆
吉
祥
寺
が
三
島
宮

の
塔
婆

・
三
昧
堂
の
造
営
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を

示
す
史
料
で
あ
る
。
こ
の
三
島
宮
が
史
料
六
の
三
島
宮
と
同

一
の
も
の
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
宝
珠
庵
派
と
三
島
社
と

(
43

)

の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
示
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
「東
光
」
が
宝
珠
庵
末
寺

の
甲
斐
東
光
寺
住
持
を
指
す
と
す
れ
ば
、
真
康
が
那
賀
郷
三

島
宮
大
禰
宜
職
を
補
任
す
る
こ
と
も
さ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
く
な

っ
て
く
る
。
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以
上
は
推
測

の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「東
光
真
康
」
を
仲
安
真
康
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
仲
安
真
康
と
賢
江
祥

啓

の
師
資
と
も
に
宝
珠
庵
派
と
の
関
係
が
想
定
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

(
44
)

さ
て
、
こ
の
賢
江
祥
啓
の
画
業

の
弟
子
に
は
、
常
州
太
田
の
耕
山
寺
の
僧
性
安
が
あ
り
、
祥
啓
自
身
と
常
陸
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
宝
珠
庵
派
と
常
陸
と
の
関
係
を
も
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
見
て
き
た
よ
う

に
、
建
長
寺
宝
珠
庵
に
拠

っ
た
了
堂
下
の
法
系
は
、
入
元
僧
を
多
数
輩
出
し
漢
学
を
修
学
す

る

一
方
、
常
陸
と
の

関
係
を
も
も

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
を
考
え
る
と
、
南
北
朝
期
に
常
陸
に
お
い
て
儒
学
講
義
を
行

っ
た
資
中
は
、
こ
の
宝
珠
庵
派
の

周
辺
に
い
た
僧
で
あ
る
蓋
然
性
が
高

い
と

い
え
よ
う
。

二

宝
珠
庵
を
め
ぐ
る
儒
学
学
習
と

「常
陸
儒
檀
」

『臥
雲
日
件
録
抜
尤
』

の
な
か
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

[史
料
八
]

竺
華
日
、
吾
翁
大
椿
、
築
紫
人
也
。
少
年
東
遊
、
就
二常
州
師
一学

一四
書
五
経
適
始
聞
二孟
子
講
適
時
食
不
レ足
、
就
レ人
求
二豆

一
斗
ハ

掛
二之
座
隅
ハ
日
敷
…二
一
握
ハ
以
療
レ飢
耳
。
如
レ此
者
凡
五
旬
。
後
将
レ聞
二易
講
ハ
而
乏
二資
用
適
為

レ之
西
訓帰
紫
陽
《
求
二財
於
親
族
ハ

(
45
)

得
二銭
十
五
貫
適
自
持
又
東
遊
、
遂
得
二易
学
一云
々
。
予
日
、
今
時
如
レ此
困
学
者
、
不
二復
夢
見
フ之
。

大
椿
周
亨
が
常
陸
に
お
い
て
儒
学
を
学
ん
だ
と
い
う
記
事

で
あ
る
。
大
椿
は
夢
窓
派
で
、
応
安
四
年

(
一
三
七

一
)
に
京
都
よ
り
鎌
倉

(
46
)

へ
下
向
し
義
堂
周
信

の
門
に
学
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
史
料
に
見
え
る

「常
州
師
」
に
つ
い
て
、
従
来
、
資
中
が
想
定

さ
れ
て
き
た
。
し
か
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し
、
た
し
か
に
大
椿
の
関
東
下
向
は
資
中
の
儒
学
講
義
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
が
、
「常
州
師
」
が
資
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
直
接

の
根

拠
は
な
い
。
果
た
し
て
同
時
期
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
、
資
中
と
比
定
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
に
該
当

す
る
者
は
い
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
常
陸
に
お
け
る
儒
学
学
習
の
状
況
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

大
覚
派
の
法
系
に
、
松
崖
有
貞
と

い
う
僧
が
あ
る
。
松
崖
有
貞
は
常
陸
の
出
身
、
月
山
周
枢
に
つ
い
て
得
業
し
、
永
和
元
年

(
一
三
七

(
47
)

五
)
に
鎌
倉
に
上
り
円
覚
寺
に
掛
錫
し
て
い
る
。
後
に
は
建
長
寺
に
住
寺
し
て
い
る
が
、
こ
の
際
に
は
月
岩
の
法
を
嗣

い
で
お
り
、
夢
窓

派

で
は
な
く
大
覚
派
、
そ
れ
も
宝
珠
庵
派
に
法
系
上
は
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
た
。
鎌
倉

に
お
い
て
は
当
代

の
学
僧
三
十

一
人
と
交

(
48
)

友
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
儒
学
と
は
限
ら
な
い
が
外
学
を
修
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
49
)

資
中

・
松
崖
ら
か
ら

一
、
二
世
代
後

の
儒
僧
と
し
て
玉
隠
英
瑛
が
あ
る
。
玉
隠
は
永
享
四
年

(
一
四
三
二
)
の
生
ま
れ
で
、
禅
興
寺
明

月
院
に
拠
り
、
明
応
年
間
に
建
長
寺
に
住
し
て
い
る
。
文
筆
僧
と
し
て
知
ら
れ
、
儒
学
に
関
す
る
ま
と
ま

っ
た
著
作

が
あ
る
わ
け
で
は
な

(
50
)

い
が
、
語
録
中
に
儒
語
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
後
に
足
利
学
校
痒
主
と
な
る
玉
山岡
瑞
瑛

(九
華
)
の
師
で
も

(
51

)

あ

っ
た
。
さ
ら
に
玉
隠
は
、
先
に
見
た
宝
珠
庵
派
の
賢
江
祥
啓
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
祥
啓

の
画
に
多
く
着
賛
し
、
ま
た
文
亀

(
52

)

二
年
八
月
二
十
八
日
に
上
野
海
龍
寺
で
行
わ
れ
た
上
杉
顕
定
母
の
十
三
回
忌
仏
事

に
祥
啓
を
同
道
し
仏
事

の
散
華
花
弁
を
描
か
せ
る
な
ど
、

画
僧
と
し
て
も
禅
僧
と
し
て
も
密
接
な
関
係
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
53
)

さ
て
こ
の
玉
隠
は
常
陸
法
雲
寺
の
歴
代
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
近
世
の
寺
誌
で
あ
り
、
実
際
に
法
雲
寺

に
住
院
し

て
い
た
か
ど
う
か
に

は
多
少

の
疑
問
も
残
る
が
、
法
雲
寺
と
の
交
流
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
玉
隠
は
古
河
公
方
足
利
政
氏
と
の
関
係
も
指
摘

(
54
)

さ
れ
、
古
河
公
方
周
辺
の
文
化
圏
の
中
心
人
物
と
も
さ
れ
て
お
り
、
下
総

・
常
陸
方
面
と
の
関
わ
り
を
も

っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
常
陸
に
お
い
て
儒
学
学
習
を
行

っ
て
い
た
の
は
大
覚
派
だ
け
で
は
な
い
。
先
に
見
た
通
り
、
常
陸
正
宗
寺

の
前
身
は
勝
楽

(
55
)

寺

・
正
法
院
で
あ
る
が
、
そ
の
正
法
院
に
雲
渓
支
山
が
住
し
て
い
た
。
雲
渓
は
土
岐
氏
の
出
身
、

一
山
派

で
雪
村
友
梅

の
法
嗣
で
あ
り
、
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(
56
)

雪
村
の
も
と
で
儒
学
を
学
ん
で
い
る
。
雪
村
下
は
の
ち
に
播
磨
法
雲
寺

・
宝
林
寺

に
拠

っ
て
発
展
す
る
が
、
こ
の
う
ち
埜
林
と
い
う
僧
の

(
57

)

播
磨
法
雲
寺
入
院
に
際
し
宝
珠
庵
派
の
伯
英
徳
僑
が
山
門
疏
を
送

っ
て
お
り
、

一
山
派
と
宝
珠
庵
派
と
の
交
流
が
続

い
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

ま
た
、
復
庵
下
の
幻
住
派

(大
光
派
)
が
常
陸
に
拠

っ
て
い
た
の
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も

一
曇
聖
瑞
と
そ
の
門
下

は
儒
学
学
習
を
盛
ん
に
行

っ
て
い
た
。

一
曇
聖
瑞
は
復
庵
の
法
嗣
で
、
康
暦
二
年

(
一
三
八
〇
)
か
ら
康
応
元
年

(
一
三
八
九
)
ま
で
常
陸
法
雲
寺
に
住
し
た
後
、
復
庵
下
の
幻

住
派
と
し
て
は
例
外
的
に
五
山
十
刹
に
出
世
し
、
浄
妙
寺

・
円
覚
寺
に
住
し
て
い
る
。
さ
ら
に
京
都
南
禅
寺
の
住
持
も

つ
と
め
た
が
、
晩

年

は
建
長
寺
連
枝
軒

(霊
芝
軒
)
に
寓
居
し
た
。

一
曇
の
門
生
に
正
中
祥
端
と
い
う
僧
が
あ
る
。
月
舟
寿
桂
の

『幻
雲
文
集
」
に
あ
る
正
中

の
行
状

「勅
詮
祖
灯
大
明
禅
師
行
道
記
」
の

な
か
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

[史
料
九
]

禅
師
諜
祥
端
、
号
正
中
。
々
々
乃

一
曇
瑞
和
尚
所
レ命
也
。
本
貫
武
州
人
。
父
母
避

レ乱
、
移
=
居
房
州
↓
…
…
十
歳
隷
二名
干
建
長
之

籍
ハ
従
二
連
枝

一
曇
翁
一而
学

レ焉
。
曇
翁
同
門
書
宿
也
。
以

レ故
最
巾
夕
瓶
、
師
為
レ之
奉
承
。
昼
子
夜
集
、
翁
為

レ之
教
授
。
肘
不
レ離

レ案
、
兀
々
窮
レ年
、
尚
恐
レ後
二
子
人
一也
。
…
…
師
或
為
下
嗜
二儒
学
一者
b
講
二六
経
諸
子
之
書
刃
周
易
最
長
、
精

二干
笠
著
暦
算
↓
万
物

(
58
)

之
数
、
閏
月
之
余
、
至
二干
六
日
七
分
亥
字
命
期
等
ハ
歴
々
推
究
。
(後
略
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
正
中
は
幼
時
よ
り

一
曇
に
儒
典
の
指
導
を
受
け
、
と
く
に
周
易
に
秀
で
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

京
都
に
上
る
が
、
そ
の
学
問
は
法
嗣
の
月
舟
寿
桂
ら
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。

こ
の
の
ち
正
中
は
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こ
の
ほ
か
に

一
曇
の
学
芸
上
の
門
生
に
竺
雲
騰
顕
が
あ
る
。
竺
雲
は
鎌
倉
に
お
け
る
文
筆
僧
と
し
て
知
ら
れ
、
法
系
上
は
仏
光
派
で
あ

(
59
)

る
が

一
曇
か
ら
外
学
を
学
び
、
玉
隠
英
瑛
ら
と
も
交
友
が
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
幻
住
派
大
光
派
下
の
儒
学
は
、
復
庵
宗
己
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
、
宝
珠
庵
派
と
同
じ
く
入
元
僧
に
由
来
し
た
も
の
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
常
陸
に
お
い
て
儒
学
学
習
の
営
み
が
連
綿
と
続
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

一
部

に
は
、
鎌
倉
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
常
陸
に
お
け
る
営
為
が
鎌
倉
と
の
つ
な
が
り
を
も

っ
て
成
立
し

て

い
る
と

い
う
点
も
重
要
な
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
営
為
は
、
建
長
寺
宝
珠
庵
な
ど
に
拠
る
大
覚
派
、
お
よ
び
常
陸
法

雲
寺

・
建
長
寺
連
枝
軒
な
ど
に
拠
る
幻
住
派

の
禅
僧
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
仮
に
、

こ
の
よ
う
な
常
陸
と

建
長
寺
を
む
す
ぶ
儒
学
学
習
の
広
が
り
を

「常
陸
儒
檀
」
と
よ
ぶ
こ
と
と
し
た

い
。

さ
て
、
本
章
の
冒
頭
に
掲
げ
た
大
椿
周
亨

の

「常
州
師
」
に
目
を
戻
し
て
み
た
い
。
従
来
、
当
該
期
の
常
陸
に
お

い
て
儒
学
講
義
を
行

っ
た
者
が
資
中
し
か
見
あ
た
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
「常
州
師
」
は
資
中
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ

う

に
南
北
朝

・
室
町
期
の
常
陸
に
お
い
て
儒
学
学
習
が
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
た
だ
ち
に

「常
州
師
」
が
資
中
だ
と
比
定

す

る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
く
な
る
。
む
し
ろ

「常
州
師
」
は
、
こ
う
し
た

「常
陸
儒
檀
」
の
な
か
で
広
く
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

常
陸
に
お
け
る
学
問
と
足
利
学
校

常
陸
に
お
け
る
学
問
の
興
隆
は
、
「常
陸
儒
檀
」
の
み
に
限

っ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
柳
田
征
司
氏
は
、
『人
天
眼
目
』

の
抄
物
の
筆

(
60
)

写
活
動
を
取
り
上
げ
て
、
常
陸
に
お
け
る
抄
物
作
成
活
動
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
ず
、
日
光
山
天
海
蔵
蔵

『人
天
眼
目
聞
書
』

に
着
目
し
、

(
マ
マ
)

(
61
)

奥
書

に

「干
時
亨
禄

〈壬
辰
〉
九
月
十
六
日

於
常
州
佐
竹
書
之
/
常
州
之
住
僧
東
驚
拝

(花
押
)」
と
あ
り
、
本
文
中
の
地
名

の
説
明
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の
具
体
例
に
も

「常
州
ノ
佐
竹
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
常
州
佐
竹
の
地
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
土
井
洋

一
氏
所
蔵

『人
天
眼
目
抄
』
に
見
え
る

「
干
時
永
喜
二
年
丁
亥
二
月
四
日

常
州
於
佐
竹
書
之
」
と
い
う
永
喜
二
年

(大
永
七

(
62
)

年
、

一
五
二
七
)
の
奥
書
を
挙
げ
て
、
常
陸
に
お
い
て
曹
洞
僧
に
よ
る
抄
物
作
成
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
柳
田
氏
は
こ
れ
ら
の
抄
物
作
成
活
動
が
行
わ
れ
た
寺
院
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
て
い
る
が
、
常
州
佐
竹

・
太

田
の
地
は
月
山
周
枢

の
開
創
に
か
か
る
正
宗
寺

の
所
在
地
で
あ
り
、
臨
済
系
の
禅
僧

の
学
問

の
み
な
ら
ず
、
曹
洞
系
の
禅
僧
の
学
問
も
正
宗
寺
の
周
辺
で
行
わ

れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
興
味
深

い
。

一
方
、
常
州
佐
竹

の
地
に
お
け
る
学
問
活
動
は
禅
宗
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
柳
田
氏
は
山
田
忠
雄
氏
所
蔵

『錦
繍
段
』
の
書
入
れ
仮
名
抄

の
天
正
二
十
年
写
本

・
慶
長
二
十
年
写
本

の
書
写
奥
書
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「常
州
佐
竹
大
窪
之
金
津
西
光
寺
房
僧
玄
弁
」
「常
州
佐
竹
野
口

(
63
)

之
住
僧
桑
俊
房
」
が
見
え
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
常
州
佐
竹

の
真
言
僧
の
書
写
活
動
に
も
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
坂
本
龍
門
文
庫
所
蔵

『
三
体
家
法
詩
』
巻

一
に
は

「永
禄
二
年

〈己
未
〉
林
鐘
十
日
紫
陽
住
之
学
士
常
州
佐
竹
テ
書
之

〈三
晋
〉」
と
の
書
写
奥
書
が
あ
る
こ

(
64

)

と
が
川
瀬

一
馬
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
藤
原
重
雄
氏
は
、
裏
松
本

『神
明
鏡
』
(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
)
の
奥
書
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
こ
と
に
着

目
し
て
い
る
。

[史
料
十
]

永
禄
七
年

〈甲
子
〉

(
65
)

可

レ然

候

、

正
月
十
九
日
、
於
二常
州
佐
竹
太
田
一求
レ之
、
奥
州
揚
津
之
住
僧
治
部
卿
、
定
而
損
落
字
可
レ有
候
、
後
見
方
指
添

『神
明
鏡
』
に
つ
い
て
は
、
佐

々
木
紀

一
氏
に
よ
り
佐
竹
氏
家
臣
の
岡
本
禅
哲

(梅
江
斎
)
の
手
を
経
て
伝
来
し
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、



(
66
)

正
宗
寺
が
そ
の
伝
来
地
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
氏
は
こ
れ
を
う
け
て
、
永
禄
七
年

に
常
州
佐
竹
に
お
い
て
書
写
を
行

っ
た

「奥
州
揚

津
之
住
僧
治
部
卿
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
正
宗
寺
の
末
寺
と
修
験
と
の
関
わ
り
か
ら
修
験
系
僧
侶
が
常
州
佐
竹

の
地

で
書
写
活
動
を
行
う

背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
佐
竹
氏
の
政
治
支
配
圏
と
会
津
柳
津
虚
空
蔵
堂

の
信
仰
圏
な
ど
が
交
錯

し
て
文
化
圏
が
形
成

(67
)

さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
常
州
佐
竹
の
地
に
お
い
て
、
禅
宗
の
み
な
ら
ず
広
範
な
学
問
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
背
景

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

『人
天
眼
目
抄
』

の
奥
書
に
見
え
る

「永
喜
」
と

い
う
私
年
号
に
注
目
し
た

い
。

表

「永
喜
」
年
号
所
見

一
覧
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紀年

史
料
名

所見

地

名
・

寺名

所
蔵

所
在
地

永亀

元年

〈
丁

亥〉

正
月
八
日

会
津
塔
寺
八
幡
宮
長
帳

心
清
水
八
幡
神
社

福
島
県
会
津
坂
下
町

永喜

元年

十
二
月廿

六
日

人
見
助
雄
家
文
書

人
見
助
雄

茨
城
県
下
妻
市

永喜

元年

〈
丁
亥〉

正
法
年
譜
住
山
記

正
法寺

岩
手
県
奥
州
市

永
喜
二
年
丁
亥
二
月
四
日

「
人
天
眼
目抄

」

奥書

常州

佐竹

土

井洋

一

茨
城
県
常
陸
太
田
市

永喜

二
年
三
月
十
一

日

尊
静
授
尊
頼印

信

小
松
寺

茨
城
県
城
里
町

永喜

二
天
〈
丁
亥
〉

三
月
十
四
日

太
刀
銘

下
野
国
小山

祇園

大明

神

日
光
二
荒
山
神
社

栃
木
県
日
光
市

永
喜
二

年
〈
丁
亥〉

三
月
廿
日

板
碑

宮
城
県
石
巻
市

永喜

二

年
〈
丁
亥〉

三
月
吉
日

香
取
文
書
(
旧
案
主
家
文書

)

千
葉
県
佐
原
市

永
喜
二

年
〈
丁
亥〉

三

月
日

「
無
明法

性合

戦
状」

奥書

枕
石寺

茨
城
県
常
陸
太
田
市

永
喜
弐
年
〈
丁
亥〉

卯
月
八
日

大
黒
印
刻板

銘文

恵
日
寺

福
島
県
磐
梯
町

永
喜
二
年
丁
亥
卯
月
吉
日

須賀

神社

和鏡

針
書銘

下
野国

小
山
祇
園
大
明
神

須
賀
神
社

栃
木
県
小
山
市

永
喜
二
年
丁
亥
四
月

「
首
題念

仏
縁起

事」

奥書

十
妙
院

滋
賀
県
大
津
市

永
喜
弐
年
五
月
廿
一

日

尊
宥
授良

順印

信

福
寿
院

茨
城
県
八
千
代
町

永
喜
二
年
入
月
吉
日

餅板

今
宮
神
社

栃
木
県
鹿
沼
市

永
喜
二
年
〈
丁
亥〉

霜
月
吉
日

木
造
阿
弥
陀
三
尊
像墨

書銘

西
光
寺

岩
手
県
奥
州
市

永
喜
二

年
十
一

月
吉
日

笹塔

婆

中
尊
寺

岩
手
県
平
泉
町

永
喜
二
年
今
月
日

銅
経筒

常
陸
鹿
島

太
田
南
八
幡
宮

島
根
県
大
田
市
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永
喜
年
号
に
つ
い
て
は
、
久
保
常
晴
氏

・
山
崎
真
佐
恵
氏

・
勝
倉
元
吉
郎
氏
が
そ
の
所
見
を
ま
と
め
て
い
舞

・
そ
れ
ら
に
導
か
れ
て

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
永
喜
年
号
の
史
料
を
ま
と
め
る
と
別
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
永
喜
年
号
は
主
と
し
て

常
陸
か
ら
会
津
地
方
に
か
け
て
分
布
し
て
お
り
、
藤
原
氏
の
指
摘
し
た
文
化
圏
の
範
囲
と
重
な
り
合
う
と
い
う
こ
と
で
射

・
と
く
に
注

目
す
る
の
は

『無
明
法
性
合
戦
状
』
に
見
え
る

「永
喜
二
年

〈丁
亥
〉
三
月
日

釈
順
西
」
と
い
う
奥
書

で
あ
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、

表
紙
に

「枕
石
寺
」
と
い
う
書
込
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
味
肥
・
枕
石
寺
は
常
州
佐
竹
太
田
の
地
に
あ
る
真
宗
寺
院
で
・
天
文
+
年

(
一
五
四
一
)
に
現
在
地

(謹

太
田
市
上
河
合
)
に
移
転
し
て
い
る
が
、
移
転
前
の
永
喜
二
年

(奈

七
年
)
当
時
も

至
近
の
地
に
あ

つ(想
・

い
ず
れ
に
せ
よ
、
正
宗
寺

の
近
傍
に
所
在
す
る
寺
院
で
あ
り
、
上
述
の
常
州
太
田
に
お
け
る
書
写
活
動
と
何
ら
か
の

つ
な
が
り
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

[史
料
十

=

人
手
之
内
古
島
分
宛
行
候
、
ふ
う
く
う
の
事
、

・永
宣
旦
兀
年十

二
月
廿
六
日

丙
戌

あ
ふ
や
瀬
の

(
72

)

右
京
亮
殿

す
こ
し
も
如
在

い
た
す

へ
か
ら
す
候
、
傍
如
件
、

(多
賀
谷
祥
潜
)

(花

押

)

こ
こ
で
こ
の
文
書
を
発
給
し
て
い
る
多
賀
谷
氏
は
結
城
氏
の
家
臣
で
あ
る
が
、
祥
潜
の
代
に
勢
力
を
発
展
さ
せ
て
結
城
氏
か
ら
の
自
立
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お
　

化
を
半
ば
達
成
し
、
こ
の
の
ち
結
城
氏
か
ら
の
独
立
を
図

っ
て
佐
竹
氏
に
接
近
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
大
永

六
年

(永
喜
元
年
)
は
、
ま
さ
に
多
賀
谷
氏
が
結
城
氏
か
ら
佐
竹
氏

へ
の
転
換
を
図
る
そ
の
時
期
に
位
置
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
常
州
太

田
を
中
心
と
す
る
文
化
圏
で
使
わ
れ
た
永
喜
年
号
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
佐
竹
氏

へ
の
接
近
を
反
映
し
た
も
の
と
と
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う

に
、
「常
陸
儒
檀
」
を
含
む
常
州
太
田
を
中
心
と
す
る
学
問
文
化
圏
は
、
佐
竹
氏
の
勢
力
と
非
常
に
密
接
な
関
係
を
も

っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
佐
竹
氏
な
く
し
て
は
こ
の
文
化
圏
は
成
立
し
え
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
佐
竹
氏
か
ら
は
、
正
宗
寺
を
中
心
と
し
て
多
数
の
禅
僧
を
輩
出
し
て
い
る
。
そ
の
端
緒
は
前
述
の
月
山
周
枢
で
あ
る
が
、
こ
の

　ち

ほ
か
に
佐
竹
氏
出
身

の
僧
と
し
て
は
徳
隻
周
佐
、
景
南
英
文
、
賢
甫
崇
哲
が
挙
げ
ら
れ
、
佐
竹
氏
家
臣
岡
本
氏
か
ら
用
林
顕
材
、
簿
叔
顕

良
が
出
て
舞

こ
の
う
ち
欝

崇
哲

●
簸

顕
良
は
正
宗
寺
に
掛
錫
し
て
萱

と
く
に
賢
甫
は
正
心奪

住
持
を
つ
と
め
て
幸

　
　
　

こ
の
賢
甫
崇
哲
は
足
利
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
野
長
楽
寺
住
持
に
賢
甫
義
哲
と
い
う
僧
が
あ
り
、
足
利
学
校
で

学

ん
だ
こ
と
が

『猶
如
昨
夢
集
』
に
曼

て
廃

・
こ
の
賢
甫
義
哲
が
正
宗
寺
住
持
を

つ
と
め
た
賢
甫
崇
哲
で
あ
軌

佐
竹
氏
出
身
の
僧

が
足
利
学
校

へ
遊
学
し
て
い
る
と
菱

・
た
だ
し
今
泉
淑
夫
氏
は
・
改
名
の
記
事
が
見
え
な
い
こ
と
や
寂
年
に
矛
盾

が
生
ず
る
こ
と
か
ら
、

　
　
　

賢
甫
義
哲
と
賢
甫
崇
哲
を
同

一
人
物
と
す
る
こ
と
に
若
干

の
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
正
宗
寺
と
足
利
学
校
と
の
関
係
を
示
す
人
物
は
こ
れ
だ
け
で
は
な

い
。

[史
料
十
二
]

以
継
号

簿
叔
乞
之

宗
紹
座
元
者
本
貫
薩
州
人
、
而
円
覚
開
山
光
国
師
遠
喬
也
。
壮
年
志
二於
学
ハ
見
二仏
法
東
流
之
機
ハ
秣
レ鮭
不
レ遠
二
千
里
ハ
到
二鎌
倉
足

利
の
先
学
二典
籍
ハ
後
拍
二諸
知
識
の
密
室
参
決
已
事
　
。
今
也
居
二常
州
正
宗
禅
寺
適
蓋
此
寺
亦
為
二国
師
末
派
一故
不
レ忘
二其
本
一也
。
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宜
乎
大
事
了
畢
、
以
養
二其
蒙
「也
。
可
二由暑
尚
一哉
。
曽
有
二
雅
号
ハ
蚤

レ然
不
レ通
二其
意
ハ

称
の
賦
二
一
偶
一以
解
レ之
云
、

四
七
二
三
諸
祖
禅
、
至
レ今
直
指
又
単
伝
、
此
翁
已
会
二東
漸
法
"
西
海
鶴
膠
続
断
絃
、

(
81
)

天
正
二
年
孟
春
日

使

二
予

改

フ
之

。

因

書

二
以

継

二
字

一
為

二
別

(
82
)

『縷
氷
集
』
に
見
え
る
記
事
で
あ
る
。
薩
摩
の
僧
以
継
宗
紹
が
足
利
学
校
に
学
び
、
そ
の
後
に
正
宗
寺

へ
赴

い
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

正
宗
寺
僧
が
足
利
学
校

へ
遊
学
す
る
だ
け
で
な
く
、
足
利
学
校
に
学
ん
だ
後
に
正
宗
寺

へ
赴
く
と

い
う
方
向
の
人
的
関
係
も
あ

っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
足
利
学
校
と
正
宗
寺
と
の
問
に
相
互
的
な
人
的
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
こ
こ

で
道
号
説
を
請
う
て

い
る

「簿
叔
」
は
、
上
述
の
佐
竹
氏
家
臣
岡
本
氏
出
身

の
正
宗
寺
僧
簿
叔
顕
良
と
考
え
ら
れ
る
。

足
利
学
校
と
正
宗
寺
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
早
く
近
世
に
正
宗
寺
や
足
利
学
校
の
蔵
書
を
調
査
し
た
近
藤
正
斎
が

「正
宗
寺
書
院
モ
学

(
83
)

校

ノ
配
下
ナ
ル
如
ク
聞
ク
」
と
述
べ
て
い
る
ほ
か
、
川
瀬

一
馬
氏
が
上
述
の
賢
甫

・
簿
叔
ら
の
人
的
関
係
、
さ
ら
に
は
書
籍
の
移
動
に
着

目
し
て
い
る
。
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
宋
版

『周
礼
』
に
は
、
「下
野
州
足
利
庄
学
校
之
常
住
、
文
安
六
年
己
巳
六
月
晦
洛
陽
僧
罷

愚
置
之
」
と
の
墨
書
識
語
が
あ
る

一
方
、
「萬
秀
山
正
宗
寺
公
用
」
「正
宗
寺
書
院
」
と
の
書
入
れ
が
あ
り
、
文
安

六
年

(
一
四
四
九
)
前

後

に
正
宗
寺
か
ら
足
利
学
校
に
寄
せ
ら
れ
た
も

の
と
想
定
し
て
い
る
の
で
臥
罷
。

こ
の
よ
う
に
足
利
学
校
と
正
宗
寺

の
間
に
は
人
的

・
物
的
両
方
の
交
流
が
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
近
藤
正
斎
の
よ
う

に

「配
下
」
と
ま
で

断
定
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
と
し
て
も
、
正
宗
寺
を
中
心
と
す
る
常
陸
の
学
問
文
化
圏
と
足
利
学
校

の
間
に
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た

と

い
う
こ
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
う
し
た
常
陸

の
学
問
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「常
陸
儒
檀
」
と
足
利
学
校
と
の
関
係
を
考
え

て
み
た

い
。
「常
陸
儒
檀
」
の

学

習
内
容
を
改
め
て
見
て
み
る
と
、
資
中
の
儒
学
講
義
は

「儒
典
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
史
料
八
に
見
え

る
よ
う
に
大
椿
周
亨



が

「常
州
師
」
か
ら
学
ん
だ
の
は
孟
子
と
易
学
で
あ
り
、
と
く
に
易
学
に
つ
い
て
は
親
族
か
ら
財
を
集
め
て
学
ぶ
ほ
ど
翼
求
し
た
も

の
で

あ

っ
た
。
ま
た
史
料
九
に
見
え
る
よ
う
に
、

一
曇
聖
瑞
か
ら
学
ん
だ
正
中
祥
端
が
最
も
得
意
と
し
た
の
は
周
易
で
あ

っ
た
。

一
方
、
足
利

学
校
の
学
習
内
容

の
特
徴

の
最
大
の
も
の
は
易
学
で
あ
り
、
「周
易
」
は
足
利
学
校
以
外
の
他
所
で
は
容
易
に
学
ぶ

こ
と
の
で
き
な

い
も

(
85
)

の
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
学
習
内
容
の
面
で
見
て
も
、
「常
陸
儒
檀
」
と
足
利
学
校
に
は
共
通
性
が
あ

っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

永
享
年
間
の
上
杉
憲
実
の

「
再
興
」
以
降
、
足
利
学
校
の
痒
主
に
は
多
く
建
長
寺
系

の
僧
が
つ
き
、
と
く
に
玉
山岡
瑞
瑛
は
玉
隠
英
瑛

の

門
生
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
常
陸
正
宗
寺
や
建
長
寺
と
足
利
学
校
と
の
人
的

・
物
的
な
交
流
を
考
え
る
と
、
「
常
陸
儒
檀
」
は
足
利

学
校
の
源
流
の

一
つ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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結

び

に

か
え

て

関
東
禅
林
に
お
け
る
儒
学
に
つ
い
て
、
本
稿
に
お
い
て
考
察
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
に
、
南
北
朝

・
室
町
期
の
関
東
に
お
い
て
、
仮
に

「常
陸
儒
檀
」
と
名
付
け
た
儒
学
学
習
が
行
わ
れ
て

い
た
と

い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
建
長
寺
宝
珠
庵
に
拠

っ
た
了
堂
素
庵
下
の
法
系
、
常
陸
法
雲
寺
お
よ
び
建
長
寺
連
枝
軒
に
拠

っ
た

一
曇
聖
瑞
下
の
法
系
で
あ
り
、
賢
江
祥
啓
ら
の
画
僧
と
の
交
流
も
も

っ
て
い
た
。

第
二
に
は
、
正
宗
寺
を
中
心
と
す
る
常
州
太
田
の
地
に
お
い
て
は
、
臨
済
系
禅
僧
に
よ
る

「常
陸
儒
檀
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
曹
洞
系
、

顕
密
系
な
ど
、
広
く
学
問
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
学
問
活
動
は
永
享
年
間

に

「再
興
」
さ
れ
た

足
利
学
校

の
活
動
に
も

つ
な
が
り
、
「常
陸
儒
檀
」
は
そ
の
源
流
の

一
つ
と
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
関
東
禅
林
に
お
け
る
儒
学
は
、
京
都

に
お
け
る
儒
学
に
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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村
上
雅
孝
氏
は
、
室
町
期
の
儒
学
に
つ
い
て
、
「言
語
」
と

「思
想
」
の
二
重
構
造
で
考
え
る
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
そ
し
て
旧

来
か
ら
継
続
す
る
漢
唐
訓
詰
の
学
を

「言
語
」
を
中
心
と
す
る
学
問
と
し
て
捉
え
、
そ
の
対
照
か
ら
、
中
世
に
な
り
受
容
さ
れ
た
朱
子
学

(
86

)

(宋
学
)
を

「思
想
」

の
学
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
玉
村
竹
二
氏
は
、
京
都
禅
林
に
お
け
る
儒
学
は
詩
文
作
成
の

上
で
の
知
識
習
得
の
必
要
上
か
ら
出
発
し
、
そ
こ
か
ら
純
粋
な
儒
典
攻
究

へ
発
展
し
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
村
上
氏
の
二
重
構

造

で
捉
え
る
な
ら
ば
、
禅
林
内
の
儒
学
学
習
も
ま
た
、
「言
語
」
か
ら

「思
想
」

へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、
「常
陸
儒
檀
」
の
学
問
は
、
初
期
か
ら
詩
文
作
成
知
識
を
超
え

て
、
内
容
的
な
も
の
へ
と
踏
み
込
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
例
え
ば
、
史
料

一
で
見
た
よ
う
に
、
資
中

の
儒
学
講
義
が
詩
文
僧
と
し
て
有
名
な
義
堂
周
信
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
見
て
と
れ
る
。
義
堂
周
信
は

一
貫
し
て
儒
学
は
禅
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
範
囲
で
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
を
と

っ
て
お
り
、
資
中
の

儒
典
講
義
は
そ
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
、
史
料
八
で
大
椿
周
亨
が

「常
州
師
」
か
ら

学

ん
だ
内
容
は
四
書
五
経
を
経
て

「周
易
」
に
発
展
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
詩
文
作
成
上

の
知
識
を
超
え
て
発
展
し

て
い
っ
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
関
東

の
儒
学
は

「言
語
」
の
問
題
を
飛
び
越
え

て
、
初
期

の
段
階
か
ら

「思
想
」
の
極

へ
進
ん
で
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
「常
陸
儒
檀
」
の
中
心
と
な

っ
た
二

つ
の
法
系
、
つ
ま
り
大
覚
派
了
堂
下

(宝
珠
庵
派
)
と
幻
住
派
復
庵
下

(
大
光
派
)
が
と
も
に
入
元
僧
を
多
く
輩
出
し
、
直
接
儒
学
を
吸
収
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

関
東
に
お
い
て
も
旧
来

の
儒
者
は
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
粟
田
口
曲豆
長
が
義
堂
周
信
の
招
き
に
よ
り
鎌
倉
府
に
お
い
て
足
利
氏
満
に

(
87
)

(
88
)

(
89
)

儒
典
を
講
じ
て
い
る
。
し
か
し
豊
長
と

「常
陸
儒
檀
」
と
は
さ
ほ
ど
の
交
流
も
な
く
、
豊
長
は
ほ
ど
な
く
京
都

へ
戻

っ
て
い
る
。
む
し
ろ

関
東
禅
林
に
お
け
る
儒
学
は
、
旧
来
の
儒
者
と
の
交
流
で
生
ま
れ
た
京
都
禅
林
の
儒
学
と
は
ま

っ
た
く
別
個
に
展
開
し
、
足
利
学
校

へ
と

つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
関
東
に
お
け
る
禅
宗
と
儒
学
と

の
関
係
は
、
京
都
と
は
別
の
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
小
稿
は



学
問
内
容
で
は
な
く
そ
の
外
側
の
人
的
関
係
を
な
ぞ
る
こ
と
に
終
始
し
た
が
、
そ
の
捉
え
な
お
し
の

一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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(
1
)

「
儒
僧
」

の
個
別
的

な
研
究

に

つ
い
て
は
、
以
下

の
行
論
中

で

挙
げ
る
も

の
の
ほ
か
、
久
須
本
文
雄

『
日
本
中
世
禅
林

の
儒
学
』

(山
喜
房

仏
書
林
、

一
九
九

二
年

)
、
市

川
本
太
郎

『
日
本
儒
教

史

三

中
世

篇
』

(
汲
古

書
院
、

一
九
九

二
年
)
な
ど
多
数

の
蓄

積
が
あ

る
。

(
2
)

玉
村
竹
二

「
五
山

の
仏
教
と
儒
教

」
(
『
日
本
思
想
史
講
座

第

二
巻
』
雄
山
閣
出
版
、

一
九
七
六
年

)
。

(
3
)

西
尾
賢
隆

「
外
交
官
と
し

て
の
禅
僧
」

(
『中
世

の
日
中
交
流
と

禅
僧
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年

、
初

出

一
九
九

二
年
)
。

(
4
)

足
利

術
述

『鎌
倉
室
町
時

代
之
儒
教
』

(日
本
古
典
全

集
刊
行

会
、

一
九
三

二
年
)
四
六
八
頁
、
和
島
芳

男

『
日
本
宋
学
史

の
研

究

増
補
版
』

(吉

川
弘
文
館

、

一
九
八
八
年
、
初
出

一
九
六

二

年
)

一
二
二
頁
、
田
中
健
夫

「
『善

隣
国
宝
記
』
解
説
ー

成
立

の
事
情
と
背
景
1

」

(
『訳
注
日
本
史
料

善

隣
国
宝
記

・
新
訂

続
善
隣
国
宝
記
』
集
英
社
、

一
九
九
五
年

)
。

(
5
)

川
本
慎
自

「禅
僧

の
荘
園
経
営
を
め
ぐ
る
知

識
形
成
と
儒
学
学

習
」

(
『史
学
雑
誌
』

一
一
ニ
ー

一
、
二
〇
〇
三
年

)
。

(
6
)

川
瀬

一
馬

『増
補
新

訂
足
利
学
校

の
研
究
』

(講
談
社
、

一
九

七

四
年
、
初
出

一
九

四
八
年
)

で
は
上
杉
憲
実
創
建

説
を

と
り
、

こ
れ
に
対

し
結

城
陸
郎

『金

沢
文
庫

と
足
利
学
校
』

(至
文
堂

、

一
九

五
九
年
)

で
は
応
永
三
十
年

の

「
学
校
省
行
堂

日
用
憲
章
」

を
挙

げ
、
永
享

以
前

に
も
学
校

が
存
在

し
て

い
た
と

し
て
い
る
。

し
か
し
、
足
利
学
校

の
実
質
的
な
活
動

が
上
杉
憲
実

「再
興
」
以

降
に
は
じ
ま
る
と

い
う
点

で
は

一
致

し
て

い
る
。

(
7
)

『空
華

日
用
工
夫
略
集
』
応
安

六
年

三
月
十
九

日
条
。

(
8
)

『空
華

日
用
工
夫
略
集
』
永
和

元
年
七
月

八
日
条
。

(
9
)

『空
華
集
』
(
『五
山
文
学
全
集
』
第

二
巻
、
裳
華
房
、

一
九

〇

六
年
)

一
四
七
八
頁
。

(
10
)

玉
村
竹
二

『五
山
禅
僧
伝

記
集
成
』

(講
談
社

、

一
九

八
三
年
)

一
五
八
頁
。

(
11
)

吉
田

一
徳

「
常
陸
臨

済
禅

の
発

展
と
勝
楽
寺
文
化
」

(
『常
陸
南

北
朝
史

研
究
』
水
戸

二
高
史

学
会
、

一
九

五
三
年
)
、
菊
地
勇
次

郎

「武
士
と
社
寺
-

常
陸
佐
竹

・太
田
郷
に
お
け
る
佐
竹
氏

1

」
(『地
方
文
化
の
日
本
史

第
四
巻

下
剋
上
時
代
の
文

化
』
文

一
総

合
出
版
、

一
九

七
七
年
)
、
大
森

正
且

「
初
期
幻
住

派

の
発
展

に

つ
い
て
i

東

国
に
於

け
る
檀
越

を
中
心

と

し
て

ー

」

(
『駒
沢
史

学
』

二
五
、

一
九

七
八
年

)
、
広

瀬
良
弘

「
下

総
結
城
地
方

に
お
け
る
禅
宗

の
展
開
」
(
『禅
宗

地
方

展
開
史

の
研

究
』
吉
川
弘
文

館
、

一
九

八
八
年
、
初
出

一
九

八
〇
年
)
、
今
井

雅
晴

「常
陸
国

の
叢
林
と
林
下

の
臨
済
禅
」
(
『鎌
倉
新
仏
教

の
研

究
』
吉

川
弘

文
館
、

一
九
九

一
年
、
初
出

一
九
八
六
年
)
、
張
替

禎
史

「常
陸
国
に
お
け
る
禅
宗
受
容
-

月
山
周
枢
と
復
庵
宗
己
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-

」
(竹
貫
元
勝
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

『禅
と
そ
の
周
辺
学

の
研
究
』
永

田
文
昌
堂

、
二
〇
〇
五
年
)
。

(
12
)

『空
華

日
用

工
夫
略
集
』
延
文

四
年
入
月
条
。

(
13
)

足
利
注

(
4
)
前
掲
書

二
八
二
頁
、
和
島
注

(
4
)
前
掲

書

一

〇
八
頁
。

(
14
)

『常
光
国

師
語
録
』
三

拾
遺

(
『大

日
本

史
料
』
第
七
編

之

八
、
七
四
六
頁

)
。

(
15
)

『空
華
集
』

(
『
五
山
文
学
全
集
』
第

二
巻
、

一
五
五
〇
頁
)
。

(
16
)

『石
室
玖
禅
師
語
録
』

(
『大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十

、

一

六

一
頁
)
。

(
17
)

『石
室
玖
禅
師
語
録
』

(
『大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
十

、

一

六

一
頁
)
。

(
18
)

玉
村
注

(
10
)
前
掲
書
四

二
三
頁
。

(
19
)

『宝
珠
庵
過
去
帳
』

(玉
村

竹
二
氏
筆

写
本
に
よ

る
。
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳

『南
窩
先
生
荷
菱
文
庫
蒐
集
史
料
』

一
二
一二
所
収
)
。

(
20
)

『瀬
室
漫
稿
』

(
『五
山
文
学
全
集
』

巻
三
、
二
五
一
二

頁
)
。

(
21
)

『鎌
倉
市
史

史
料

編
第

三
』

(鎌
倉
市

、

一
九
五

八
年
)

お

よ
び

『神
奈
川
県
史

資
料
編
三
古

代
中
世
三
上
』

(神
奈

川
県
、

一
九
七

五
年
)

に
所
収
。

(
22
)

高

橋
秀
樹

「
『相
模
文

書
』

及
び

『神
田
孝
平

氏
旧
蔵
文
書
』

に

つ
い
て
」

(
『古
文
書
研
究
』
三
三
、

一
九
九
〇
年

)
。

(
23
)

玉
村
竹

二
氏
筆
写
本

に
よ
る
。
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写

真
帳

『南
窩
先
生
荷
菱
文
庫
蒐
集
史
料
』

一
二
七
所
収
。

(
24
)

玉
村
注

(
10
)
前
掲
書
五
五
二
頁
、
榎
本
渉

「
元
末
内
乱
期

の

旦

兀
交
通
」

(
『東
洋
学
報
』
八
四
ー

一
、
二
〇
〇
二
年
)
。

(
25
)

『空
華

日
用
工
夫
略
集
』
永
和
二
年

四
月
廿
日
条
。

(
26
)

『了
堂
和
尚
語
録
』
、

『恕
中
和
尚

語
録
』

(
『大

日
本
史
料
』
第

七
編
之
十
、

二
七
五
頁
)
。

(
27
)

『臥
雲

日
件
録
抜
尤
』
文
安
六
年

七
月
十

一
日
条
。

(
28
)

『日
本
名

僧
伝
』

(
『大

日
本

史
料
』
第

七
編

之
十
、

二
七

八

頁
)
。

(
29
)

『玉
隠

和
尚
語
録
』

(東
京
大
学
史

料
編
纂
所
架
蔵

謄
写
本
、

請
求
番
号

二
〇

一
六
1
二
七
二
)

(
30
)

『建
長
寺
山
内
塔
頭
世
代
』

(
注

(
23
)
前
掲
)
。

(
31
)

八
月
廿
四
日
無
為
祥
学

等
連
署
書
状

(
『建
長
寺

文
書
』
二

一

三
号
、

『鎌
倉
市
史

史

料
編
第

三
』

二
四
七
頁
)
。

(
32
)

橋
本
慎
司

「
関
東
水
墨
画
再
考
l

I
絵
画
制
作
を
取
り
巻
く
社

会
ー

」
(『関
東
水
墨
画
の
二
〇
〇
年
』
栃
木
県
立
博
物
館

・
神

奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、

一
九
九

八
年
)
。

(
33
)

玉
村
注

(
10
)
前

掲
書

四
六
〇
頁
、
仲
安
真
康

の
項

(河
合
正

朝
氏
執
筆
部
分
)
。

(
34
)

『続
本
朝

画
史
』

巻
之

下

(檜
山
義
慎
撰
、
明
治
十
六
年
刊
)
。

な
お

『本
朝

画
史
』

扉
に

「続
本
朝
画
史

ハ
旧
皇
朝
名
画
史
拾
彙

ヲ
改
題
シ
タ

ル
モ
ノ
ニ
テ
本
朝
画
史

二
合
編

シ
完
壁
ト

ナ
ス
」
と

あ
り
、

『古
画
備

考
』

の
引
く

「拾
彙
」
と

は
本

書

で
あ

る
と
考

え
ら
れ
る
。

(
35
)

『古
画
備
考
』

二
十

一
下

(
『古
画

備
考
』
洋
装
中
巻

、
弘
文
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館
、

一
九
〇
三
年
、
七
九
五
頁
)
。

(
36
)

『金
指
文
書
』

(
『静
岡
県
史

資
料
編

六
中
世

二
』

一
〇
四
三

頁
)
。
な

お
東
京

大
学
史
料
編
纂

所
影
写
本

『
三
島

明
神
文
書
』

(阿
波
国
文
庫
本

の
写
)
に
も
収

め
ら
れ
て

い
る
。

(
37
)

玉
村
竹

二

「
五
山

の
僧
階
」
(
『日
本

禅
宗
史
論
集

下
之

一
』

思
文
閣
出
版
、

一
九
七
九
年

、
初
出

一
九

五
三
年
)
。

(
38
)

橋
本
注

(
32
)
前
掲
論
文
。

(
39
)

今
枝
愛
真

「
中
世
禅
林

の
官
寺

機
構
-

五
山

・
十
刹

・
諸
山

の
展
開
1

」

(
『中
世
禅
宗
史

の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一

九
七

〇
年
)

二
三

二
頁
。

(
40
)

高
橋
注

(
22
)
前
掲
論
文
。

(
41
)

『神
田
孝
平
氏
旧
蔵
文
書
』

(
鎌
倉
市
立

図
書
館
所
蔵

、
『静
岡

県
史

資
料
編
六
中
世
二
』
二
五
九
頁
)
。

(
42
)

佐

藤
進

一

『室
町
幕
府

守
護
制
度

の
研
究

上
』

(
東
京
大
学

出
版
会
、

一
九
六
七
年
)
。

(
43
)

『静
岡
県
史

資
料
編
六
中
世
二
』

二
五
八
頁
に
は
三
島
宮
塔

婆

・
三
昧
堂
造
営

の
興
行
を
命
じ
る
延
文
元
年

八
月
六
日
鎌
倉
公

方
足
利
基
氏
御
教
書

(
『一二
島
大
社
文
書
』
)
が
収
載

さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
史
料
七

の
年
代
を
延
文
元
年

に
比
定

す
る
根
拠

と
な

っ
て

い
る
。
当
文
書
が
三
島
大
社
文
書

の
な
か
に
あ
る
と

い
う

こ
と
は
、

文
書
中

の

「三
島
宮
」
が
那
賀
郷
三
島

宮

で
は
な
く
三
島
大
社
を

指

し
て

い
る
よ
う

に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
当
文
書

は
宛
所

が
切
断

さ
れ
て
お
り
、
三
島
大
社

の
伝
来
文
書
で
は
な

い
可
能
性
も
残

さ

れ
て

い
る
。

(
44
)

『続

本
朝
画
史
』
巻
之

下
。

(
45
)

『臥
雲
日
件

録
抜

尤
』
宝
徳

元
年
閏
十
月

三
日
条
。

(
46
)

足
利
注

(
4
)
前
掲
書

二
八
二
頁
、
芳
賀
幸

四
郎

『中
世
禅
林

の
学
問

お
よ
び
文
学

に
関
す
る
研
究
』

(
日
本
学

術
振
興
会
、

一

九
五
六
年
)
七
五
頁
、
玉
村
注

(
10
)
前
掲
書

四
二
六
頁

。

(
47
)

『扶
桑
五
山
記
』

(
臨
川
書
店

、

一
九

八
三
年
)

一
二
二
頁
。

(
48
)

『空
華
集
』
(
『五
山
文

学
全
集
』
第

二
巻

、
三
六
八
頁

)。

(
49
)

足
利
注

(
4
)
前

掲
書

四
二
六
頁
。

(
50
)

足
利
注

(
4
)
前
掲
書
四
二
七
頁
。

(
51
)

岩

橋

春

樹

「
『玉
隠

和
尚

語

録
』

に
み

ら
れ

る
絵

画
資

料
」

(
『鎌
倉
』
五
四
、

一
九
八
七
年

)
、
佐
藤
博
信

「古
河
公
方
周

辺

の
文
化
的
諸
相
-

古
河
公
方
研
究
の
深
化
の
た
め
に
ー

」

(
『続
中
世
東

国

の
支
配
構

造
』
思
文
閣
出
版

、

一
九
九
六
年

、

初
出

一
九
九

一
年
)
、
橋
本
注

(
32
)
前
掲
論
文

。

(
52
)

『談
柄
』

(
『群

馬
県
史

資
料

編
七
』
三

〇
九
頁
)
、
今
泉
淑

夫

「
『談
柄
』

に

つ
い
て
」

(
『日
本
中

世
禅
籍

の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、

二
〇
〇
四
年
)
。

(
53
)

『法
雲
雑

記
便
覧
』

(東
京
大

学
史
料
編
纂
所
架

蔵
謄
写
本

、

請
求
番
号

二
〇

一
五
1
五
八
四
)
。

(
54
)

佐
藤
注

(
51
)
前
掲
論
文
。

(
55
)

『空
華
集
』

(
『五
山
文
学
全
集
』
第

二
巻

、

一
六
〇
六
頁
)
。

(
56
)

足
利
注

(
4
)
前
掲
書
二
三

一
頁
。

(
57
)

『諸
師
疏
語
集
』
伯
英
儒
禅
師
疏

(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架

蔵
謄
写
本
、
請
求
番
号
二
〇

一
六
ー

一
二
九

)
。



162中世後期関東における儒学学習と禅宗

(
58
)

『幻
雲
文
集
』

(
『続
群
書
類
従
』
第

一
三
輯
上
、
二
九

一
頁
)
。

な
お
、
「
…
…
」

は
中
略
を
示
す
。

(
59
)

玉
村
注

(
10
)
前
掲
書
三

八
頁
。

(
60
)

柳
田
征

司

「
日
光
山

天
海
蔵
蔵

『人
天
眼
目
聞
書
』

と
常
州
佐

竹
に
お
け
る
抄
物
作
成
活
動
」

(
『室
町
時
代
語
資
料
と
し

て
の
抄

物

の
研
究
』
武
蔵

野
書
院
、

一
九
九
八
年
、
初
出

一
九
九
四
年

)
。

(
61
)

長
沢
規
矩

也
編

『日
光
山

「天
海
蔵

」
主

要
古
書
解

題
』

(
日

光
山
輪
王
寺
、

一
九
六
六
年
)
。
な
お
以
下

〈
〉

は
割
書

を
示

す
。

(
62
)

山

田
忠
雄

「黒

川
本

日
蓮
聖
人

註
画
讃

の
写
音
法
」

(
『国

語

学
』

八
四
、

一
九
七

一
年
)
。

(
63
)

柳
田
注

(
60
)
前
掲
論
文
。

(
64
)

川
瀬
注

(
6
)
前
掲
書

一
五

一
頁
図
版
。

(
65
)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

(
66
)

佐

々
木
紀

一

「
『神
明
鏡
』
伝

本

の
整
理
と
成

立

に

つ
い
て
」

(
『国
語
国
文
』
六
九

-

一
・
二
、

二
〇
〇
〇
年
)
。

(
67
)

藤

原
重
雄

「裏
松
本

『神
明
鏡
』

の
書
写
に
み
る
戦
国
期
東

国

文
化

」
(
『古
文
書
研
究
』

五
九
、
二
〇
〇
四
年
)
。

(
68
)

久
保
常
晴

『
日
本

私
年
号

の
研
究
』

(吉

川
弘
文
館
、

一
九

六

七
年

)
三
五
六
～
三
六

一
頁
、
山
崎
真
佐
恵

「
十
五
、
六
世
紀

に

お
け
る
私
年
号

の
考
察
1

「永
喜
」
を
中
心
と
し

て
」
(
『栃
木

史
学
』

二
、

一
九

八

八
年
)
、

『北
上

川

下
流
域

の
い
し

ぶ
み
』

(宮

城
県
桃
生
郡
河
北
地
区
教
育
委
員
会
、

一
九
九
四
年

)
三
六

〇
～
三
六
三
頁

(勝
倉
元
吉
郎
氏
執
筆
部
分
)
。

(
69
)

永
喜
年
号

の
所
在

に

つ
い
て
は
伊
藤
宏
之
氏

の
ご
教

示
を

い
た

だ

い
た
。
な
お
表
中

に
は
岩
手

県
所
在

の
も

の
が
複
数
見
え

る
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
勝
倉
氏
は
下
総
地
方
と
北
上

川
流
域
と

の
水
運
を

通
じ
た
交
流

に
よ
り
伝
播
し
た
も

の
と
し
て

い
る
。

(
70
)

岩
橋
小
弥
太

「
無
明
法
性
合

戦
状
」

(
『京
畿
社
寺
考
』
雄
山
閣
、

一
九

二
六
年
)

一
六
〇
頁
挿
入
図
版
。

(
71
)

『茨

城
県
史

中
世
編
』

(茨

城
県
、

一
九

八
六
年

)
三
九
四

頁

(菊
地
勇
次
郎
氏
執
筆

部
分
)
。

(
72
)

『人
見
助
雄
家
文
書
』
(
『下
妻
市
史
料

古
代

・
中
世
編
』
下

妻
市

、

一
九

九
六
年
、

=
二
七

頁
)
。
佐
藤

博
信
氏

の
ご
教
示

に

よ
る
。

(
73
)

市

村
高

男

「多

賀
谷

氏

の
発
展

と
関
城

地
方
」

(
『関
城

町
史

通
史

編
上
巻
』
関
城

町
、

一
九

八
七
年
)
。
な

お
、
市
村

氏
は
祥

潜

の
実
名

を
基
泰
と

比
定

し

て
い
る
が
、

『
下
妻
市

史
料
』
は
家

植
と
し

て
い
る
。

(
74
)

玉
村
注

(
10
)
前
掲
書
、
吉

田
注

(
11
)
前
掲
論
文
。

(
75
)

佐

々
木
注

(
66
)
前
掲
論
文

。

(
76
)

『正
宗
寺
』

(正
宗
寺
文

化
財
保
存
協
会
、

一
九

八
三
年
)
。

(
77
)

天
文
十

七
年
六
月

八
日
古

河
公
方
足
利
晴
氏

公
帖

(
『長
楽
寺

文
書
』
史
料
纂
集
古
文
書
編
二
七
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九

九
七
年
、

二
二
頁
)
。

(
78
)

『猶
如
昨

夢
集
』

(東
福
寺
善
慧

院
所
蔵
、
東
京
大
学
史

料
編

纂
所
架
蔵
写
真
帳

に
よ
る
)
。

(
79
)

川
瀬
注

(
6
)
前
掲
書

一
二
七
頁
、
倉
澤

昭
壽

「足
利
学
校
学

徒
考
」

(
『史
跡
足
利
学
校
研
究
紀
要

学
校
』

二
、
二
〇
〇
二
年
)
。
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(
80
)

上
村
観
光

「
室
町
時
代
関
東

の
学
問
」
(
『禅
林
文
芸
史
謳
』
大

鐙
閣
、

一
九

一
九
年
)
、
今
泉
淑
夫

「
煕
春
龍
喜
書
状

に

つ
い
て
」

(
『東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』

十
七
、

一
九

八
二
年
)
。

(
81
)

『鎮
氷
集
』
地

(
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
、
請
求

番
号
二
〇
三
四
-

一
一
八
)
。

(
82
)

今
泉
淑
夫

「
足
利
学
校
学
徒
表
稿
」

(
『
日
本
歴
史
』

四
二
入
、

一
九
八
四
年
)
、
倉

澤
注

(
79
)
前
掲
論
文
。

(
83
)

『右
文
故

事
附
録
』
巻
之

四

(
『近
藤
守
重

全
集
』
巻

二
、
国

書
刊
行
会
、

一
九
〇
六
年

)
四

一
九
頁

。

(
84
)

川
瀬
注

(
6
)
前
掲
書

一
五
五
頁
。

(
85
)

今
泉

淑
失

「
易

の
罰

が
あ
た
る
こ
と
1

中
世

に
お
け

る
周
易

学
習
を

め
ぐ

っ
て
ー

」
(安

田
元
久
先
生

退
任
記
念
論
集

刊
行

委

員
会

編

『中
世
日
本

の
諸
相

下
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八

九
年
)
。
な

お
、
飯
塚
大

展

「
大
東
急
記
念

文
庫
蔵

『人

天
眼
目

批
郁
集
』

に
つ
い
て
ー

『人
天
眼
目
抄
』

に
お
け
る
位
置
づ

け

を
中
心

に
し

て
ー

」
(
『駒
沢
大

学
仏
教
学

部
論
集
』

二
七
、

一

九
九
六
年
)

に
お

い
て
、
足
利
学

校
本

を
は
じ
め
と
す

る
川
僧
慧

済
系

の

『人
天
眼
目
抄
』

に
易
学

の
影
響

が
み
え

る
こ
と

が
指
摘

さ
れ

て
い
る
。

(86
)

村
上
雅
孝

「桂
庵
玄
樹
の
訓
読
観
1

『桂
庵
和
尚
家
法
倭

点
』
を
中
心
に
し
て
ー

」
(
『近
世
初
期
漢
字
文
化
の
世
界
』
明

治
書
院
、

一
九
九
八
年

、
初
出

一
九
九

〇
年
)
。

(
87
)

『空
華

日
用
工
夫
略
集
』
応
安
七
年
十
月
廿

四
日
条
。

(
88
)

『空
華

日
用
工
夫
略
集
』
応
安

四
年
九
月

二
日
条

で
は
、
美
濃

国
土
岐

出
身

の
僧
が
曲
豆
長

よ
り

『尚
書
』

の
伝
授
を
受
け

て

い
る
。

雲
渓
支

山
は
土
岐
氏
出
身

で
あ

る
が
、

こ
の
僧

が
雲
渓
あ

る

い
は

常
陸
儒
檀

と
関
係
す

る
か
ど
う

か
は
確
認

で
き
な

い
。

(
89
)

『空
華
集
』

(
『
五
山
文
学
全
集
』
第

二
巻
、

一
六
七

五
頁
)
。
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